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キノア(ChenopodL'LmquJ'noaWilld･)はアカザ科の一年生作物で,南米アンデス地方が原産で

ある(星川,1983).外部形態は同属の雑草のアカザやシロザに酷似している｡種子を粉にし,

一種のパンや粥,酒造用に利用される｡種子の直径は1.5mから2.0mmで小さいが,栄養に富み.

タンパク質14-15%,脂肪4%,炭水化物51-58%を含み(和od,1989),タンパク質の含有量は

多くのイネ科穀類より高い値を示す｡また,主要穀類に乏しい必頚アミノ酸であるリジンを多

く含んでいる｡本種は標高4CWm以上の高地や乾燥地,貧栄養の土壌でも生育が可能で.栄養

価の高い作物として注目されている(Simmonds,1SX35;飯塚,1987)｡わが国では,食物アレル

ギー患者用の代替食品として,主にペルーからの輸入品が米価の2倍から3倍の価格で市販され

ている｡

近年,キノアの利用が増大し,国産品の需要が高まっているにもかかわらず,わが国におけ

る栽培に関する研究はほとんどない｡本研究では,キノアを異なる窒素水準のもとで栽培し,

生育や収量について調査した｡

材料及び方法

本研究では,19系統を供試した1992年の栽培実験の結果,生活史や外部形態,収量にもとづ

いて3群に分焦した系統群の中から(冨永 ･松本,未発表),草丈が低く早生の系統No.3,草丈が

高く晩生の系統Ⅳ0.25及び両者の中間の形質をもつ系統Ⅳ0.28を供試した｡

栽培は信州大学農学部附属農場実験圃場で行った.1993年5月21日に園芸培土を詰めたポリポ

ット(直径7.5cm,深さ7.0cm)に播種し,ビニールハウス内で育苗した｡6月16日に栽植密度が1

個体/m2になるように圃場に移植したO窒素施用量が,ON(Okg/10a),3N(3kg/10a),low(10kg

/10a)及び20N(20kg/10a)の4処理区を設け,各々3反復を任意に配置したOリン酸及びカリは4k

g/10aずつ全区に施肥した.収穫まで,除草及び病害虫の防除を適宜行った｡

著書日,着菅時の草丈,収穫時の草丈,一次分枝数,個体当たり仝乾物重,果実重,穫子重.

種子数及び百粒重を各系統の各処理区の15個体について調査し,収穫指数 (種子重/全乾物重)

を算出した｡なお,仝乾物重の測定は,植物体を収穫後,80-Cで48時間以上通風乾燥した後に

行った｡

結果及び考察

本実験を行った1993年の夏は.全国的に低温.多雨,寡照であった｡伊那においても6月から

8月の日平均気温は平年より1.2度低く,日照時間は平年の70%から80%であった.一方,この

期間の総降水量は平年の約1.6倍に達した(長野県気象年報 1993年,1994)01993年のキノアの
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生育は例年と比較して悪く.この傾向は系統NO.28において特に扱著であったO伊那(標高760m.

年平均気温10.6●C)及び野辺山(標高1350m.年平均気温6.8●C)でキノアを栽培すると,野辺山

で栽培した方が生育が良いことから(冨永 ･松本.未発表),1993年のキノアの生育不良はおも

に日照不足に起因すると推定されるO

栽培期間を通して.どの供試系統もON区の葉色は他の処理区と比較して,緑色が薄かった.

ON区では生育のために必要な窒素の量が明らかに不足していたと推定される｡

着菅は.早生の系統N0.3では.ON区において他の区より2日から3日遅れたが,他の系統では,

着菅まで日数に関してどの処理区間においても有意差は認められなかった｡また,著書時の草

丈は,どの供試系統においても.処理区間で有意な差異は認められなかった｡

収穫は,系統N0.3は10月中旬に.系続h'0.28は10月下旬に,系統No.25は11月中旬に,萱熟し

た個体から行った｡一般に.窒素施用量が多い区ほど熟期が遅くなる傾向が認められた｡

収穫時の草丈は.系統N0.3では,20N区が3N区より高かったが.他の処理区間で有意差は認め

られなかった｡系統No.28及びh'0.25では,各処理区間で有意差は認められなかった.また,一

次分枝数は.系統N0.3では,20Ⅳ区がOhr区と3N区より多かったが.他の処理区間で有意差は認め

られなかったO系統No.28では.どの処理区間においても有意な差異は認められなかった.系統

.No.25では,3N区がON区より多かったが,他の処理区間で有意差は認められなかった.生育期間

中,窒素施用量の多い区の個体ほど繁茂していたので.二次分枝数や三次分枝数は窒素施用量

の多い区ほど多いと推定される｡

仝乾物重く第1図)及び果実重は.どの系統も,窒素施用量が増すにつれ増加したo系統No.25

は,20N区において全乾物重が671gに達した｡

生産種子数(第2図)は,一般に,窒素施用量が増すにつれ増加したが,系統No.28及びNO.25で

は10N区の生産種子数が3N区より少なかった.また.系統No.25では,ON区の生産種子数が他の

処理区と比較して著しく少なく.最多の3N区のわずか6%にすぎなかったo

1(氾粒重く第3図)は,系統N0.3では,各処理区の間で有意差は認められなかったが,系統No.2

8及びNO.25では.窒素施用量が増すにつれ増加する傾向にあったo系統Ⅳ0.25では,ON区が他の

処理区より著しく軽く,最も重かった10N区の54%にとどまった｡他の調査形質とは異なり.冒

粒重に関しては系統No.28の値が他の2系統より大であった.系統No.28の生産種子数は他の2系
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第1図 キノアの乾物生産量に与える窒素の影響 第2図 キノアの生産桂子数に与える窒素の影響
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第3図 キノアの百粒重に与える窒素の影響 第4図 キノアの珪子重に与える窒素の影響
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続より少なかったため.超子一個当たりの重さが重くなったのであろうO-股に,種子の大き

さは植物のさまざまな形質の中で最も安定した形質の一つであるとされている(Bradshav,196

5;Harperetal..1970)｡しかし,系統No.25で認められたように,極端な貧栄養条件下では,

種子重が低下することが示唆された｡さまざまな密度や窒素水準のもとで栽培されたヒマワリ

(KayanoandNagai,1986)やダイズ(NagaiandKawano.1986),イネ及びハトムギ(Kayano

eta1..1989)でも.種子重が栽培条件によって変化することが示されている｡作物では,短端

な栽培環境のもとでは種子の大きさが変化することは一般的であると考えられる｡

全種子重(第4図)は.系統N0.3では.窒素施用量が増すにつれ重くなったが.系統Ⅳ0.28及び

Ⅳ0.25では,3Ⅳ区が1加区きり重くなったo系統Ⅳ0.28及びNo.25の百粒重は3N区より10N区の方が

重いので.この結果は種子数の差に起因すると考えられる｡また.系統Ⅳ0.25では.0Ⅳ区が他の

処理区と比較して著しく軽く,最も重かった20Ⅳ区のわずか3%にすぎなかった｡

収穫指数は,系統N0.3とNo.25では.3N区が最も高く,系統No.28では,-20N区が高かった (第

5図).また,いずれの処理区においても系統N0.3の収穫指数が他の2系統と比較して大であっ

た｡近代的な品種の特性として,一般に.短梓,早生.収穫指数の向上があげられる｡この観

点からすれば,系統N0.3は最も改良が進んだ系統であるかもしれない.

以上の結果,キノアでは系統により窒素施用量に対する反応に差異が認められ,特に,晩生

の系統NO.25では,無施肥区における生育や収量の低下が施肥区と比較して顕著であった.キノ
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アの栽培では,3N区の種子生産量及び収穫指数が高かったことから,雑穀類の栽培で通常用い

られる程度の窒素施用量(約3-4kg/10a)が最適であろうと考えられる｡
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